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AD1662 Kanbun Ohmi-Wakasa Earthquake is one of the greatest historical earthquakes in the northern part of Kinki 

district, central Japan. Recent active fault researches indicate that the reverse, eastward uplift of Hiruga fault and right lateral 
slip of Hanaore fault are sources of this earthquake. In Wakasa district (northern part of the damaged area), reliable historical 
records described that the earthquake occurred “Tatsu-no-koku” (from a.m.7 to a.m.9) or “Mi-no-koku” (from a.m.9 to a.m.11). 
On the other hand, in Ohmi district (southern part of the damaged area), the earthquake occurred at “Uma-no-koku” (from 
a.m.11 to p.m.1). There are wide dispersion on the time of this earthquake from “Tatsu-no-koku” to “Uma-no-koku” in the 
surrounding area of the damaged area, however all records described in the areas further than 100 km from source faults are 
“Uma-no-koku”. These facts suggest that the AD1662 Kanbun Ohmi-Wakasa Earthquake is composed of two faulting events 
with interval of one or two hours. The first event occurred at the northern part of the source fault (Hiruga fault), and later event 
occurred at the southern part (Hanaore fault).  
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§1. はじめに 

寛文二年五月一日（グレゴリオ暦では 1662 年 6 月

16 日）の近江・若狭地震は，近畿地方北部で発生し

た歴史地震の中でも最大級（Ｍ＝7.1/4～7.6）の内陸

地震として知られる［宇佐美（1978，2003）］．筆者らは，

この地震に関して，自然科学および人文・社会科学

の側面から調査を行ってきた．その過程で，従来１つ

の地震として捉えられてきたこの地震は，発生時刻を

異にする２つの地震が連続して発生した，双子地震

であった可能性の高いことが示された．本稿では，既

存の活断層調査結果からこの地震の起震断層を特

定するとともに，複数の文献史料に記された地震の

発生時刻や地震動の様相から震源過程について検

討していく． 
 
§2. 起震断層の特定 

寛文二年（1662）近江・若狭地震（以下，寛文地震

と記す）の被害地域における活断層調査結果の概要

を［表１］に示す．［表１］にあるように，地質学および

文献史料の検討から，福井県南西部（若狭地方）の

日向断層，三方断層，野坂断層および滋賀県西部

の花折断層北部が，寛文地震時に活動した可能性

の高い断層として挙げられる． 
特に，日向断層は，日向湖の湖底表層部の堆積

物に東側隆起の撓曲変位を与えている［水野・他

（1999）］．また，宇佐美（1978），岡田（1984），小松

原・他（1999c）などで指摘されるように，複数の文献

史料には，断層活動様式と調和する広範囲の地変の

状況が記載されている． 
今回の調査から，地震後に断層直東にあたる福井

県三方郡美浜町笹田（久々子湖の西岸）で，「湖水

干揚り」によって新田が開発されたことや，同町日向

（笹田の西隣，日向湖の東岸）で，田地を屋敷地に替

地したことを示す古文書が見出された．これは日向断

層東側が隆起したことを強く支持するものである． 
さらに，［図１］に示すように，日向断層北方のＡ断

層系と呼ばれる若狭湾内の海底断層は，日向断層と

同様に海底面まで変形が認められる西落ち（西側は

沈降，東側は隆起）の断層である．この断層の東約６

㎞にあたる敦賀半島西岸には隆起した記録があるこ

とから，今回の寛文地震の際に活動した可能性があ

ると言える． 
一方，三方断層は，近年のトレンチ調査から，平安

時代の陶器片を含む砂礫層が，逆断層によって切断

さ れ て い る こ と が 明 ら か に な っ た ［ 小 松 原 ・ 他

（1999b）］．このことから，平安時代以降に三方断層

が活動したと考えることができるが，現時点で，寛文

地震に関する被害や地変を記した史資料が見つか

っていないことから，確実に寛文地震時に活動したと

するには問題が残る． 
また，三方断層の南に位置する熊川断層について

は，現在のところ断層活動履歴に関する調査は行わ

れておらず，寛文地震時に活動したか否か判断でき

ない．しかし，断層に近い熊川宿（現，福井県遠敷郡

上中町熊川）で大きな被害が生じていることや，隣接

する断層（花折断層北部）が活動していることを考慮

すると，寛文地震の際に活動した可能性は否定でき

ない． 
野坂断層は，近年のトレンチ調査から 15～17 世紀

に活動したとされ，寛文地震時に活動した可能性が

指摘されている［杉山・他（1998）］．しかし，三方断層

と同様に，現在のところ，断層周辺の地変や被害を

記した史資料が未確認であることや，断層を被覆す

る地層の年代値がばらつくことを考慮すると，この断

層が寛文地震時に活動したか否かについては，なお

検討の余地が残る． 
花折断層は，新期段丘面を変形させるほか，谷や

尾根を明瞭に右屈曲に変位させることから，ごく新し

い時代に活動している可能性が示唆されていた［吉

岡（1986）］．断層北端近くで行われた近年のトレンチ

調査では，15 世紀前後の年代を示す地層が切断さ

れ，17 世紀以降に堆積した地層が断層を覆うことが

明らかにされた［吉岡・他（1998）］．また，花折断層北

部に沿う安曇川周辺の地域では，寛文地震によって

大きな被害が生じており，この地質学的調査結果を

合わせると，断層北部が活動したことはほぼ確実と言

える．一方，花折断層南部で行なわれた近年の断層

発掘調査では，最近 1500 年間に断層が活動した証

拠は得られていない．さらに，琵琶湖西岸地域での

多大な被害と比較して，京都での被害状況が比較的

軽微であったことから考えても，断層南部が寛文地震

で活動したとは考えにくい［吉岡・他（2002）］． 
ところで従来，寛文地震は比良山地周辺に大きな

被害を与えたことや，琵琶湖西岸の地変を示唆する

文献史料があることから，震央が琵琶湖西岸付近に

求められてきた［大長・松田（1982）］． 
しかし，琵琶湖西岸断層帯南部・堅田断層の東側

（沈降側）にあたり，広く低平な沖積面が発達する滋

賀県大津市本堅田の検地帳を分析した結果，水損

による収穫高の変動が著しく，寛文二年以降収穫高
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が減少した証拠は得られなかった［北原・小松原

（2002）］．また，従来の研究で，寛文地震時の沈降を

示すと考えられてきた断層帯北部・饗庭野断層東側

にあたる高島市新旭町の木津荘北東部沿岸湖底の

条里は［福田（1974）］，中世における琵琶湖の緩慢

な水位上昇によって水没したことが明らかになった

［熊谷（2004）］．これらは，寛文地震時に琵琶湖西岸

が広範囲にわたって沈降したという，従来の説に否

定的な見解である．さらに，断層を横断する高島市今

津町の石田川沿いには，多くの新しい段丘面や沖積

面が発達するが，少なくとも 15 世紀以前に離水した

沖 積面 に 変位 が 認め られ な い こ と［小 松原 ・ 他

（1998）］や，近年のトレンチ調査では，約 2400～

2800 年前の断層活動以降の活動イベントが認められ

ないこと［小松原・他（1999a）］からも，寛文地震時に

琵琶湖西岸断層帯が活動したとは考えにくい． 
以上をまとめると，［図１］に示すように，寛文地震

は，日向断層と花折断層北部の，ほぼ南北方向に伸

びる長さ 40～50 ㎞の断層を震源とする地震であった

可能性が高い．また地震時の断層の動きは，活断層

の活動センスなどから，日向断層は西落ち（西側は

沈降，東側は隆起）の逆断層運動，花折断層北部は

右横ずれ断層運動であったと考えられる． 
 
§3. 史料に記された地震の様相 

震源断層が南北に 40 ㎞以上の長さを持つことから，

場所によって震動の様相が異なり，それが震源過程

を推定する上で重要な資料となることが期待される．

そこで，起震断層北端部に近い小浜と，断層南方に

位置する京都での地震動の様相について，文献史

料の記述から比較・検討を試みていく． 
小浜における地震の様相を記述した文献史料とし

て，『拾椎雑話』（京都大学文学部所蔵本）を取り上

げる．本書は，小浜の町人である木崎惕窓（てきそう）

が，古老からの聞き取りや古記録を集めて，宝暦七

年（1757 年）に記したものである．地震から約 100 年

後に成立した史料ではあるが，庶民の世界を書き留

めた数少ない史料であり，その記事の正確さも合わさ

って，江戸期の若狭を知るには貴重な史料と評価さ

れている．本書には，次のように記されている． 
「〔前略〕五月朔日明方、空くもり梅雨の気色にてそ

ほふりける。五つ時（※１）大に鳴動し地震甚強く、

人々肝をけし何の弁もなく、世は滅するとなきさけひ、

老を助け幼を引すり、街道の場中に出す。念仏、妙

法思ひ思ひに唱へ、生ける心地はなかりし。大ゆり二

時はかりにて、小ゆりは間もなく止事なし。〔後略〕」

（※１：『新収日本地震史料』第二巻 p265 所収の『拾

椎雑話』では「四つ時」となっている） 

一方，京都での地震の様相は，『かなめいし』に詳

しく記載されている．本書は，江戸初期の傑出した仮

名草子作家である浅井了意が著した仮名草子である．

了意は，長年にわたり流浪の生活を送っていたが，

遅くとも万治～寛文初年（1658～1662 年頃）には京

都に定住していた．その後，寛文末年～延宝初年

（1671～1674 年頃）に，京都の正願寺の第二世住職

の座に就いている［坂巻（1990）］．このことから，了意

は地震発生当時，京都に居た可能性が極めて高く，

実際に地震発生を体験し，京都の被害状況を見分し

たと考えられる．『かなめいし』には，次の興味深い記

述がある． 
「〔前略〕五月朔日、巳のこくバかりに、〔中略〕

うしとらのかたより、何とハしらず、どうどうと鳴ひゞきて、

ゆりいだす上下、地しんとハ、おもひも、よらさりける

が、しきりに、ゆらめきけれハ、諸人こゝろづきて、初

めのほどハ、世なをし世なをしと、いひけれとも、大家

小家めきめきとして、うごき、ふるふ事、おびたゝし、か

りけれバ、すはや、世がめつして、只今泥の海になる

ぞや、と、いふほどこそありけれ、〔後略〕」 
以上の２つの史料記述の比較から，次のように考

えることができる． 
小浜では，五ツ時（辰刻，午前７時～午前９時頃）

に，いきなり強震動が襲ってきたように読み取れる．

一方，京都では，巳刻頃（午前９時～午前 11 時頃）

に鳴動があって上下に揺れはじめ，ひっきりなしに弱

い震動が続いた後に，強い震動が襲ってきた様子が

読み取れる．これらの記述内容を全面的に信頼する

には問題があるが，京都に比べて小浜では初期微動

の継続時間が短かった，すなわち京都より断層破壊

の開始点に近かったと推定することができるだろう．こ

のことから，断層面上の破壊が北から始まり，南に伝

播していった可能性の高いことが示唆される． 
 
§4. 史料に記された地震の発生時刻 

次に，当時に書かれた日記など信頼性の高い文

献史料から，地震の発生時刻を求めてみたいと思う．

現時点で確認されている地震の発生時刻を記した文

献史料は 60 件余りに達しており，記録地も江戸から

岡山までの広範囲にわたっている．それらを記録地

別にまとめたのが［図２］である． 
江戸時代のように，正確な時計の普及していない
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社会においては，太陽・月・北斗七星などの天空に

おける位置から，時刻を知ることが一般的であった

［厚谷（2004）］．また，江戸時代の時刻の取り方は，

昼夜を各々６等分して一刻（約２時間）とし，昼夜の一

刻の時間が一定ではない不定時法が用いられてい

た．そのため，時節によって昼夜の長さが異なってお

り，現在のように１年間を通じて 24 時間が等間隔で刻

まれていたわけではない．例えば，夜明け～日暮れ

までが長い夏期では，昼間の一刻の長さは長く（夏

至の頃は約２時間 40 分），夜間の一刻の長さは短く

なる．反対に，夜明け～日暮れまでが短い冬期では，

昼間の一刻の長さは短く（冬至の頃は約１時間 50
分），夜間の一刻の長さは長くなる． 

なお，寛文地震の場合，地震の発生時刻として数

多く記載されている時刻が，巳刻（午前９時～午前 11
時頃）や午刻（午前 11 時～午後１時頃）といった，太

陽が南中する前後の時間帯であった．そのため，当

時の人々は，かなり正確に地震の発生時刻を認識し

ており，文献史料に記載された発生時刻が，実態と

大幅にずれることはなかったと考える．  
文献史料に見られる地震の発生時刻は，［図２］に

あるように，早いものでは辰刻（午前７時～午前９時

頃），遅いものでは午刻と，数時間の幅でばらついて

いる．地域別に見ると，若狭の記録では巳刻ないし

巳上刻（午前９時～午前 10 時前頃）と記されているも

のが多く，辰刻と記されたものも，前述の『拾椎雑話』

を含めて３例ある．また，「巳午刻天下一同大地震」

（「清常孫兵衛家文書」，福井県大飯郡高浜町）という

ように，巳刻と午刻の地震として記されている記述も

ある．これは，前述の『拾椎雑話』に，「大ゆり二時は

かりにて，小ゆりは間もなく止事なし」と記されている

ように，本震後も強震（余震）が続いたことを考慮する

と，本震後の強い揺れを含めて上記のように記載した

ものと捉えることができる． 
一方，近江で記録された５つの史料は，全て地震

発生時刻を午刻ないし午上刻（午前 11 時～午後０時

前頃）と記しており，巳刻と記されたものはない． 
また，京都・大阪・名古屋など起震断層から数 10～

100 ㎞程度の範囲では，地震の発生時刻を辰刻ない

し巳刻～午刻までとする史料記述が混在している． 
さらに，起震断層から 100 ㎞以遠の和歌山，岡山，

江戸では巳刻以前に地震が生じたと記された例はな

く，全て午刻に地震が発生したと記されている． 
ところで，少なからぬ文献史料に長時間地震動が

続いた状況が記されている．例えば，前述の『拾椎雑

話』以外にも，「大地震夥敷ゆり出て大に震動する事

申ノさかり酉の初迄」（「浦見川普請並ニ寛文大地震

之覚書」，福井県三方郡美浜町），「巳ノ下刻之時分

より大地震ゆり」（「寛文二年之日記」（梅辻家文書），

京都市北区），「従午刻地震」（「近衛家日記」，京都

市上京区），「朝四ツノ時分大地震半時斗」（「長瀧寺

文書」，岐阜県郡上市），「巳午刻之間強地震」（「御

家御日記（尾張藩）」，名古屋市）というような記述が

見られる．特に，起震断層から数 10 ㎞以上離れた岐

阜県郡上市や名古屋市で記録された文献史料に，

長時間にわたって強い揺れが続いたと記されている

ことは，ただ単に強い余震が続いたというだけでは説

明しがたい． 
これらの記述は，若狭で巳刻頃，次いで近江で午

刻頃の，２つの大地震が続発したと解釈することによ

って合理的に説明できる．また，江戸・岡山など遠方

で地震の発生時刻を午刻と記していることから，後者

が前者よりも大きな地震であった可能性が高い． 
 
§5. まとめ－寛文地震の震源過程と今後の課題－ 

起震断層と地震の発生時刻に関する検討結果か

ら，寛文二年（1662）近江・若狭地震の震源過程は，

以下のような経過をたどった可能性が高いと考える． 
１．巳刻頃（午前９時～午前 11 時頃）に，起震断

層北部にあたる日向断層などが逆断層として

活動した． 
２．しばらく時間をおいて，午刻頃（午前 11 時～

午後１時頃）に，南部の花折断層北部が右横

ずれ活動を行った． 
３．遠地では後者の地震のみが有感であったこ

とから，後者の方が前者よりも規模が大きな地

震であった可能性が高い． 
なお，今後の課題としては，三方断層や野坂断層

など，地質学的には活動した可能性が高いが，文献

史料からは確かな証拠が得られていない断層につい

て，文献史料や地質学・地震学の側面から，さらに考

察する余地があろう．また今後は，地表断層の活動

だけではなく，地表には現れてこない地下の震源断

層の活動も考慮して，震源過程を検討する必要もあ

るだろう． 
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図１ 活断層調査から推定された寛文二年（1662）近江・若狭地震の起震断層 

Fig.1 Source Fault of the AD1662 Kanbun Ohmi-Wakasa Earthquake estimated from paleoseismological studies 
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図２ 寛文二年（1662）近江・若狭地震の発生時刻 

Fig.2 Occurrence time of the AD1662 Kanbun Ohmi-Wakasa Earthquake 
 

※ 灰色で塗色した史料は「○○刻より地震」などという記述を示す． 
 



- 266 - 

 

 

 

表１ 寛文二年（1662）近江・若狭地震被害地域における活断層調査結果概要 

Table 1 Summaries of the Results of Paleoseismological Studies around the damaged area of the AD1662 Kanbun  
Ohmi-Wakasa Earthquake 

 
 
 


